
レ
ジ
メ
３ 

明
治
四
十
二
年
十
二
月
十
九
日 

大
阪
朝
日
新
聞 

朝
刊
二
面 

（
漢
字
は
常
用
漢
字
に
な
お
し
、
ル
ビ
は
難
読
文
字
以
外
省
略
、
活
用
語
の
「
つ
」
は
「
っ
」
に
な
お

し
、
適
宜
句
読
点
を
補
っ
た
。
ま
た
、
判
読
不
能
だ
っ
た 

文
字
は
□
で
表
し
た
） 

関
西
の
浪
花
節 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

金
城
生 

▲
浪
花
節
の
起
源
は
甚
だ
空
漠
た
る
も
の
で
、
到
底
完
全
に
は
調
べ
ら
れ
な
い
が
、
今
や
ゝ
正
確
に
近
い

根
拠
か
ら
取
っ
て
調
べ
て
み
る
と
、
今
よ
り
百
五
十
年
程
以
前
に
、
公
卿
の
零
落
し
た
放
蕩
も
の
が
、
当

時
非
人
同
様
に
目
さ
れ
て
居
た
願
忍
坊
の
仲
間
に
陥
っ
た
が
、
公
卿
の
果
て
と
か
普
通
の
願
忍
坊
の
や
う

に
、
人
の
門
に
立
っ
て
一
芸
を
演
じ
る
事
を
知
ら
な
い
。
詮
方
な
く
僅
か
に
覚
え
て
居
た
長
歌
を
、
節
面

白
く
謡
っ
て
、
そ
の
調
子
を
取
る
為
に
、
竹
の
先
へ
穴
の
明
い
た
銭
を
付
け
て
、
鳴
ら
し
な
が
ら
「
月
に

む
ら
雲
花
に
風
」
「
咲
い
た
桜
に
ナ
ゼ
駒
繋
ぐ
」
「
恋
の
痴
話
文
風
に
引
か
れ
」
等
の
長
歌
連
歌
を
謡
っ

て
居
た
。
さ
れ
ば
そ
の
頃
は
長
歌

ち
ょ
う
か

連
歌

れ

ん

が

と
云
っ
て
居
た
が
、
夫
れ
が
ダ
ン
ダ
ン
と
転
訛
し
て
、
遂
に
は
チ

ヨ
ン
ガ
レ
ン
と
な
っ
て
、
茲こ

こ

に
チ
ョ
ン
ガ
レ
ン
が
生
ま
れ
出
で
た
の
で
あ
る
。
之
れ
が
抑
も
浪
花
節
の
根

本
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

▲
当
時
此
の
チ
ョ
ン
ガ
レ
ン
は
大
に
持
て
囃
さ
れ
て
、
同
じ
願
忍
の
仲
間
が
我
れ
も
〳
〵
と
語
り
出
し

た
。
そ
の
中
に
浪
花
安
吉
と
い
ふ
も
の
が
、
頗
る
巧
に
節
を
付
け
て
大
に
賞
賛
さ
れ
た
所
か
ら
、
忽
ち
弟

子
が
出
来
て
、
浪
花
秀
吉
（
足
な
へ
の
秀
）
と
云
ふ
、
元
は
武
家
の
生
れ
の
果
が
、
此
の
願
忍
の
社
会
へ

堕
落
し
た
も
の
で
、
当
時
で
多
少
教
養
の
あ
る
も
の
が
出
た
。 

▲
夫
れ
が
為
チ
ョ
ン
ガ
レ
ン
は
、
稍
高
尚
に
な
っ
て
、
全
く
願
忍
の
手
か
ら
離
れ
て
、
一
の
大
道
芸
人
と

な
っ
た
。
此
の
秀
吉
の
弟
子
に
川
本
辰
三
、
吉
田
岩
吉
（
浪
花
節
吉
田
家
の
祖
で
、
竹
の
子
の
岩
吉
と
云

っ
た
も
の
）
が
出
た
が
、
イ
カ
に
高
尚
に
な
っ
た
と
は
云
ふ
も
の
ゝ
、
此
の
頃
は
本
名
を
呼
ぶ
も
の
は
一

人
も
な
く
、
何
れ
も
白
瓜
の
竹
と
か
、
赤
樫
の
権
と
か
鉄
砲
の
安
、
杓
子
の
長
と
か
、
綽
名
の
み
を
呼
ん

で
居
た
。
随
っ
て
チ
ョ
ン
ガ
レ
ン
を
語
る
に
も
頗
る
下
卑
た
も
の
で
、
向
ふ
鉢
巻
片
肌
脱
ぎ
で
尻
を
捲
っ

て
語
り
出
す
と
云
ふ
風
で
、
此
の
弊
風
は
遂
に
七
八
年
以
前
ま
で
浪
花
節
社
会
に
遺
っ
て
居
た
。 

▲
夫
れ
よ
り
漸
々
進
化
し
て
不
完
全
な
が
ら
も
床
几
を
据
ゑ
、
繁
華
な
土
地
で
多
く
の
人
を
集
め
て
興
行

し
て
居
た
。
大
阪
で
は
今
の
天
満
天
神
の
国
光
席
の
処
と
千
日
前
、
京
都
で
は
新
京
極
の
逆
れ
ん
げ
の
境

内
等
が
定
興
行
場
で
あ
っ
た
。 

▲
此
の
頃
に
は
吉
川
久
米
吉
、
吉
田
虎
吉
、
小
雀

こ
す
ゝ
め

定
吉
、
都
三
光
（
東
京
の
初
代
辰
丸
、
二
代
辰
丸
の

師
）
吉
川
竹
丸
等
が
出
て
、
従
来
の
竹
の
先
へ
銭
を
付
け
て
拍
子
を
取
っ
て
居
た
も
の
を
改
良
し
て
、
三

味
線
を
以
て
之
に
換
へ
た
が
、
此
の
時
は
極
々
卑
し
い
も
の
で
、
今
日
の
如
く
セ
メ
と
か
四
ツ
又
と
か
カ

ン
と
か
云
ふ
も
の
は
な
く
、
只
上
の
方
で
ツ
ル
テ
ル
〳
〵
〳
〵
と
下
卑
な
調
子
で
拍
子
を
取
っ
て
居
た 

▲
そ
の
後
之
を
改
良
し
た
の
は
ホ
ツ
コ
リ
の
仙
人
と
云
ふ
人
で
あ
つ
た
が
、
米
山
今
八
の
や
う
に
、
下
で



二
か
ら
三
へ
這
入
る
低
い
調
子
は
出
来
な
い
で
、
関
東
派
の
三
味
線
の
や
う
に
上
の
方
で
三
か
ら
二
へ
這

入
っ
て
、
高
い
調
子
を
遣
っ
て
居
た
。
夫
れ
を
更
に
改
良
し
て
現
今
の
低
い
調
子
を
工
夫
し
た
の
は
、
広

沢
虎
吉
（
盲
人
に
て
故
人
）
で
あ
っ
た
。 

▲
此
の
虎
吉
こ
そ
実
に
現
今
の
広
沢
家
の
祖
で
、
本
姓
は
豊
田
で
あ
る
が
、
此
の
調
子
を
工
夫
す
る
為
、

今
宮
の
広
田
神
社
へ
神
願
を
か
け
て
、
漸
く
取
得
し
た
所
か
ら
、
広
田
の
広
と
己
れ
が
三
味
線
引
で
あ
る

か
ら
浄
瑠
璃
語
り
の
竹
沢
と
か
鶴
沢
と
か
い
ふ
沢
の
字
を
取
っ
て
、
広
沢
と
命
名
し
た
（
即
ち
青
年
革
新

派
創
立
者
の
広
沢
当
昇
の
父
） 

▲
現
今
流
行
し
て
居
る
浪
花
節
は
何
れ
も
前
の
久
米
吉
、
音
吉
等
よ
り
系
統
を
引
い
て
居
て
、
今
で
は
吉

田
、
吉
川
、
広
沢
、
京
山
、
宮
川
、
岡
本
、
中
川
、
藤
川
、
浪
花
等
に
別
れ
て
居
た
。
又
之
を
統
括
す
る

も
の
は 

▲
親
友
派
、
青
年
派
、
燕
派
、
吉
田
派
、
吉
川
派
、
京
山
派
と
別
れ
て
居
る
が
、
之
は
系
統
や
所
属
の
派

で
別
け
た
の
で
は
な
く
、
興
行
の
団
体
と
し
て
分
離
さ
れ
て
居
て
、
親
友
派
は
岡
本
鶴
治
、
青
年
派
は
広

沢
当
昇
、
吉
田
派
は
吉
田
久
丸
、
京
山
派
は
京
山
八
重
山
、
燕
派
は
全
然
貝
祭
文
か
ら
変
化
し
た
も
の
ゝ

一
派
で
あ
る
。 

▲
又
大
阪
と
京
都
に
在
る
浪
花
節
の
定
席
で
、
以
上
の
派
別
け
に
さ
れ
て
居
る
も
の
を
挙
ぐ
れ
ば 

 

▲
親
友
派 

広
沢
席
（
松
島
） 

第
一
国
光
席
（
天
満
天
神
裏
門
） 
愛
進
亭
（
千
日
前
） 

第
三

広
沢
亭
（
天
保
町
） 

第
二
國
光
席
（
和
泉
町
） 

第
三
國
光
席
（
梅
ケ
枝
町
） 

第
二
愛
進
亭

（
桃
谷
） 

第
三
愛
進
亭
（
靭
） 

第
二
鶴
の
席
（
九
条
） 

鶴
の
席
（
下
福
島
） 

亀
甲
館
（
西

野
田
） 

 

玉
の
家
（
松
島
） 

▲
青
年
革
新
派 

集
寄
席(

千
日
前)

 

喜
安
亭(

日
本
橋) 

十
六
亭(

西
野
田) 

□
□
館(
難
波) 

第
二
富
昇(

天
王
寺 

新
□
中) 

▲
燕
派 

燕
丈
亭(

松
島)

 

第
二
燕
丈
亭(

西
九
条) 

福
竹
亭(

新
町)

 

入
舟
亭(

九
条) 

友
楽
亭

(

三
軒
家)

 

初
子
亭(

桜
川
町) 

▲
吉
田
派 

吉
川
館(

天
満) 

都
亭(

天
神
橋
筋
五
丁
目) 

松
井
亭(

北
野) 

▲
吉
川
派 

丸
宝
亭(

木
津) 

虎
の
席(

今
宮)

 

二
葉
亭(

西
浜
町) 

▲
京
山
派 

丸
市
亭(

木
津) 

琴
平
亭(

千
日
前) 

梅
の
席(

広
田) 

東
□
席(

東
平
野
町) 

▲
中
立
派 

八
重
山
席(

天
満)

 

東
雲
亭(

玉
造) 

松
の
席(

生
玉
町)

 

小
桜
館(

東
野
田)

 

稲
荷

席(

前
垂
島) 

稲
荷
席(

赤
手
拭) 

東
雲
席(

天
王
寺)

 

桃
谷
席(

北
桃
谷)

 
(

以
上
大
阪) 

 

▲
親
友
派 

第
一
福
真
亭(

新
京
極)

 

梅
の
家(

本
町)

 

第
二
広
沢
亭(

千
本) 

小
燕
席(

亦
□) 

梅
の
家(

大
宮)
 
 

▲
青
年
革
新
派 

当
昇
亭(

新
京
極)

 

菊
の
家(

堀
川)

 

駒
の
家(

五
条) 

末
広
亭(

伏
見)

 

□
□

亭(

草
津) 

▲
中
立
派 

長
久
亭(

千
本) 

□
の
家(

寺
の
内) 

竹
丸
席(

仏
光
寺)

 

丸
の
家(

台
所
門)

 

□
の

家(

白
川
橋) 

 
(

以
上
京
都) 



      
 
 

） 

  


